
 

別紙様式１ 
 

令和５年度両城中学校区研究推進計画 

 

校番 １９ 呉市立両城小学校 

校長名    堀田 由美   

 
１ 学校教育目標 
    「心豊かに 自立する」 
 

２ 目指す児童生徒像 

・知識・技能を身に付け，日常生活に活用する子 

・課題解決に向けて，論理的に考え表現する子 

・自他を尊重し，お互いを認め合いながら主体的に学ぶ子 

 

３ 育成を目指す資質・能力（具体の姿） 

設
定
し
た 

資
質
・
能
力 

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体性 

後
期 

 

 

 

 

 

各教科等において習得すべき

知識や学び方・重要な概念（見

方・考え方）等を確実に身に付

け，日常生活に活用することが

できる。 

 日常生活や社会の中から課題

を見付け，分析・比較するなど

して多面的・多角的に考察する

ことで解決を図り，根拠を明確

にしてまとめ，表現できる。 

 意欲や志をもって，自らの夢

の実現に向けて主体的に挑戦し

たり探究したりするとともに，

自他を尊重し互いの考えや思い

を大切にして，認め合い支え合

いながら協力して取り組むこと

ができる。 

中
期 

 日常生活の中から課題を見付

け，分析・比較するなどして解

決方法を考え，根拠を明確にし

てまとめ，表現できる。 

 自ら目標をもち，主体的に挑

戦したり探究したりするととも

に，自他を尊重し互いの考えや

思いを大切にして，認め合いな

がら協力して取り組むことがで

きる。 

前
期 

 身の回りにあるものから自

ら課題を見付け，比較したり関

係付けたりする活動を通して，

考えたことをまとめ，表現でき

る。 

 目標に向かって，進んで考

えたり行動したりするととも

に，お互いの意見を聞き合い

ながら，仲良く協力して取り組

むことができる。 

 

４ 研究主題等 

(1) 研究主題 

自ら進んで学び合い，認め合う児童生徒の育成 

   〜「自ら考え表現する授業づくり」と「自信を育む教育活動の充実」を通して〜 

 

(2) 設定理由（校区の児童生徒の課題分析等） 
 

 本中学校区では，平成２９年度から「自ら考え表現する子」育成部会と「自他を大切にする子」

育成部会の２部会に分かれ，各部会で前期，中期，後期に付けたい力を明確にし実践してきた。令

和２年度，令和３年度は新型コロナウイルス感染症の流行のため活動が制限されることも多かった

が，令和４年度は，感染症対策に留意した上で全体研修会や研究授業，行事等を計画通り実施する



 

ことができた。 

 「自ら考え表現する子」育成部会では，課題発見・解決型学習の「二川授業スタイル」と深い習

得を目指した「教えて考えさせる授業」を効果的に行うことで，学力向上に努めてきた。令和４年

度は授業観察シートを改善し，「必要のある課題設定，問いの解決に向けた思考を促す発問，ＩＣ

Ｔ機器の効果的な活用，話し合い活動や協働，自己調整につながる振り返り」の５点を３校で共通

認識をもって取り組むことができた。その結果，研究授業における「主体的に学習し学びを深める

授業づくりができたか」の視点において目標値を上回る等，生徒の主体的な学びの推進につながっ

た。一方， 学力調査の結果については，学年・学校間で差はあるものの，達成目標である「全国

平均との差＋５」を下回った教科・学年も多く，中学校区として十分な学力が定着したとは言えな

い。 

「自他を大切にする子」育成部会では，３校共通の活動「縦割り班掃除」，「学校行事（運動会・

体育大会・学習発表会・文化活動発表会）」の活動の充実に重点を置き，３校共通のカードで目標

設定と振り返り活動を取り入れた。その結果，主体性・自己肯定感・相互理解・自己有用感の全項

目において達成目標を大きく上回ることができた。 

令和５年度も引き続き「自ら考え表現する子」育成部会と「自他を大切にする子」育成部会の２

部会を編成し，中学校区で共通認識をもって小中一貫教育を進める。「自ら考え表現する子」育成

部会では，引き続き各教科の見方・考え方を働かせた思考力・判断力・表現力の育成に取り組んで

いくとともに，学力調査・結果分析から個に応じた支援につなげることで，児童生徒に確かな学力

を定着させたい。「自他を大切にする子」育成部会では，引き続き仲間と共に主体的に取り組める

場を設定していくことで，主体性・自己肯定感・相互理解・自己有用感をさらに高めていきたい。 
 
 
 

 (3) 各部会の研究主題及び研究仮説 
 

部会名 

 

「自ら考え表現する子」育成部会 

 

 

「自他を大切にする子」育成部会 

研究主題 

 

主体的・対話的で深い学びにつながる単元づ

くり（二川授業スタイル・教えて考えさせる授

業）を追究する取組を通じた学力の向上 

 

自分のよさに気付き，自信をもって行

動し，他者を思いやる態度の育成 

研究仮説 

単元の中で，「二川授業スタイル」と「教え

て考えさせる授業」を効果的に行えば，児童生

徒が主体的に学習し，学力を向上させることが

できるであろう。 

児童生徒が目標達成にむけて自己の

役割を明確にし，仲間と共に主体的に取

り組める場を設定すれば，自己肯定感を

高め，自信を育むことができるであろ

う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

５ 研究内容 
 

「自ら考え表現する子」育成部会 「自他を大切にする子」育成部会 

1  各教科・領域における主体的・対話的で深い学びに

つながる単元づくり 

＜単元を通して付けたい力を明確化し，育成を目指す資質能力

を設定し，効果的に「二川授業スタイル」と「教えて考えさ

せる授業」を組み込む。＞ 

○ 二川授業スタイルの充実 

 ・本時のゴールで目指す児童の姿を具体化 

 ・まとめから逆向き設計の授業設計 

 ・思考を促す発問の工夫 

 ・問いを生む切り返し発問の工夫 

 ・タブレット端末等ＩＣＴの効果的な活用 

 ・必然性のある対話の場の設定 

 ・視点のある振り返りの指導 

 ○ 教えて考えさせる授業 

 ・ポイントを押さえた教師の説明 

 ・理解確認（ペアトークの指導） 

 ・理解深化の充実 

 ・視点のある振り返りの指導 

２ 授業研究会の充実 

○ 二川教育全体会のＰＤＣＡサイクル化 

３ カリキュラムマップの検討・改善 

○ 総合的な学習の時間等，小学校同学年同士の取組

を検討，改善 

 ○ 地域と協働した防災の取組 

１ 主体的な活動の推進 

 ○ 日常的な自主活動の充実 

・ 縦割り班そうじ 

 ○ 学校行事の充実 

・ 運動会・体育大会 

・ 学習発表会・文化活動発表会 

２ 小中連携活動の充実 

 ○ 二川クリーン活動（５年・７年） 

 ○ 陸上教室（５年・６年・陸上部） 

 ○ オープンスクール（６年） 

 

 

６ 検証について 
  

検証の視点 方法 検証の指標 現状値 達成目標 

① 主体的に学習し
学びを深める授
業づくりができ
たか。 

授業観察シート 
 

研究授業における教

職員の相互評価値の

平均（４段階評価） 

＋３．６  ３以上 

② 自己肯定感や他
者を思いやる態
度が育成できた
か。 

児童生徒アンケー
ト 
 

 
児童生徒の肯定的評
価 
 
 

９６．８％ 
 
８５％以上 
 

児童生徒の記述 
 

自己の変容 
他者からの学び 

― 
活動の前と
後の自己の
変容 



 

③ 児童生徒の学力
が向上したか。 

標準学力調査 

 

全国平均との差 

 

前年度との差 

 

＋３．１ 

＋２．９ 

＋５ 

 

＋３ 

 

７ 推進体制等 

 (1) 推進組織 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
(2) 一部教科担任制実施計画 
ア 乗り入れ授業等（中→小，小→中） 
 （中→小） 
   小学校６学年 教科は未定 （２学期実施） 
 
（小→中） 

   なし 
 

イ 小学校教科担任制等 
      なし 
 

８ 推進計画 

月 日 
内容 

港町小 両城小 両城中 

 ４月１８日（火） 

「二川教育プラン」推進委員会（１６：００～） 
○令和５年度 推進計画について 

○第１回二川教育全体研修会に係る打合せ 

 ５月 ２日（火） 

第１回 二川教育全体研修会 （１５：３０～） 

○本年度の方向性について確認 

→ 「二川教育プラン」推進委員会（１６：３０～） 

６月～７月 

授業研究（特別支援学

級 総合） 

 

 授業研究（３年理科） 

７／７（金） 

 

 
「自他を大切にする子」育成部会 

 

両城中学校区校長会(港町小・両城小・両城中) 

 

二川教育全体研修会 

 

「二川教育プラン」推進委員会 

校長・当番校の教頭（今年度は港町小）・研究主任・ 

小中一貫教育推進Ｃｏ・生徒指導主事 

 

 
「自ら考え表現する子」育成部会 

 



 

 ７月 ３日（月） 
第２回 二川教育全体研修会（両城小 ５年 算数） 

講師 広島文教大学 今崎浩教授 

 ７月 ３日（月） 
児童生徒アンケート検証実施 

※７月１４日までに当番校に結果報告 

 ８月 ４日（金） 

第３回 二川教育全体研修会 （１５：００～） 

○取組内容の中間報告及び交流，今後の取組内容の確認 

→ 「二川教育プラン」推進委員会（１６：３０～） 

８月末 
「自ら考え表現する子」育成部会 推進委員会 

○全国学力・学習状況調査の課題と改善計画について確認 

１０月１６日（月） 

１０月２３日（月） 
三校合同陸上練習（マリンパーク・両城中学校） 

１０月２５日（水） 
第４回 二川教育全体研修会（両城中２年英語 学びの変革） 
講師 

１０月～１１月 
地域公開（10／13） 

 

地域公開（10／27） 地域公開（11／2） 

１１月～１２月 
授業研究（学びの変
革）４年算数 

授業研究（学びの変
革）４年国語 

 

１０月１３日（金） 

１０月２７日（水） 

両城中から港町小６年へ乗り入れ授業 
両城中から両城小６年へ乗り入れ授業 

１１月２７日（月） 二川クリーン活動（５年生・７年生） 

１２月中 

児童生徒アンケート・標準学力調査 

※１月中に当番校に結果報告 

→２月９日までに当番校より各校に結果報告をし，次回の推進委員会までに各

校で分析を行う。 

１２月 ３日（日） 二川ロードレース大会 

 １月３０日（火） 
第５回 二川教育全体研修会（港町小２年算数） 

講師 広島文教大学 今崎浩教授 

１月～２月  授業研究（２年）  

 ２月 ５日（月） 両城中オープンスクール 午後 

 ３月 ４日（月） 

第６回 二川教育全体研修会 （１５：３０～） 

○本年度の成果と課題，来年度の方向性について協議 

→ 「二川教育プラン」推進委員会（１６：３０～） 

 ３月２１日（木） 
「二川教育プラン」推進委員会（１６：００～） 
○令和６年度 推進計画について 

９ その他 

（１）３校校長会 
   「二川教育プラン」推進に係る協議 
 
（２）小中一貫教育「二川教育プラン」推進委員会 
  ア 「二川教育プラン」推進計画等立案 

イ 小中合同研修会，小中合同行事等の計画推進 
  ウ 各部会の成果と課題の分析 
  エ 地域・保護者への情報発信（「小中一貫だより」発行 年３回） 
担当 １学期：港町小（７月）  ２学期：両城中（１２月）  ３学期：両城小（３月） 

 
※ 研究構想図，カリキュラムマップを添付する。 


